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梅の搾りかすを活用した健康おやつの開発
梅の健康機能化合物の研究と搾りかすを活用した健康おやつの開発

１． 梅の健康機能性化合物の研究
　福井は全国有数の梅の産地で、紅映梅や剣先梅などの
福井梅が栽培されています。私たちの研究グループは梅
果汁や梅酒を生産する県内企業と協働で、製品や加工の
際に生じる副産物における健康機能化合物の測定を実施
しています。
　さらに、梅に含まれる化合物に未知の健康効果を発見
すべく、ヒトから採取した細胞を使った培養実験などに
より、基礎研究を行っています。

２．梅の搾りかすを活用した健康おやつの開発
　これまでの研究で、私たちが注目する健康機能成分が、
梅の果汁を絞った後に副産物として出てくる搾りかすに
多く含まれることが分かりました。そこで、搾りかすを
活用したおやつの開発に取り組んでいます。これまでに、
梅の搾りかすをつかったクッキーやマフィンの作製を試
み、梅の風味と酸味を感じられるおいしいおやつをつく
ることができました。
　現在、企業と協働で、梅の搾りかすを粉末にする条件
の検討を実施したり、有用成分の規格化を進めたりして
おり、梅の搾りかすを製菓材料として利用しやすい形態
にするための検討を進めています。
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